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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年4月23日(2015.4.23)

【公開番号】特開2012-215845(P2012-215845A)
【公開日】平成24年11月8日(2012.11.8)
【年通号数】公開・登録公報2012-046
【出願番号】特願2012-47951(P2012-47951)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/20     (2006.01)
   Ｂ４１Ｆ  33/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ３０３　
   Ｇ０３Ｇ   15/20     ５０５　
   Ｂ４１Ｆ   33/14     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月4日(2015.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体シートの少なくとも第１の面上にマーキング材料を有する前記媒体シートを搬送す
るように構成された媒体搬送と、
　前記媒体シートの前記第１の面に摩擦材料をこすりつけるように構成された媒体シート
摩擦モジュールと、
　前記媒体シートの前記第１の面から前記摩擦材料にこすりつけられた前記摩擦材料上の
マーキング材料を検知するように構成されたセンサと、
　前記摩擦材料上の前記検知されたマーキング材料に基づいて、前記媒体シート上のマー
キング材料の定着強度を判断するように構成されたコントローラであって、前記定着強度
は前記マーキング材料が前記媒体シートにどれくらいうまく貼り付いているかを示す、コ
ントローラと、を含む、装置。
【請求項２】
　前記コントローラが、前記摩擦材料上の前記検知されたマーキング材料に対応する値と
、マーキング材料のない前記摩擦材料に対応する値との間の差に基づいて、前記媒体シー
ト上のマーキング材料の定着強度を判断するように構成されている、請求項１に記載の装
置。
【請求項３】
　前記コントローラが、前記摩擦材料上の前記検知されたマーキング材料に対応する値と
、マーキング材料のない前記摩擦材料に対応する値との間の差を決定することにより、お
よび前記差と閾値とを比較することにより、前記媒体シート上のマーキング材料の定着強
度を判断するように構成されている、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記センサが、マーキング材料のない摩擦材料の特徴を検知するように構成されており
、
　前記コントローラが、前記摩擦材料上の前記検知されたマーキング材料に対応する値と
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、マーキング材料のない摩擦材料の前記検知された特徴に対応する値との間の差に基づい
て、前記媒体シート上のマーキング材料の定着強度を判断するように構成されている、請
求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記センサが、マーキング材料のない摩擦材料のこすられていない白さのレベルを検知
して、こすられていない白さの値を出力するように構成され、
　前記センサは、前記媒体シートの前記第１の面からこすりつけられた前記摩擦材料上の
マーキング材料に基づいて、こすられた白さのレベルを検知して、こすられた白さの値を
出力するように構成され、
　前記コントローラが、こすられていない白さの前記値と、こすられた白さの前記値との
間の差に基づいて、前記媒体シート上のマーキング材料の定着強度を判断するように構成
されている、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　媒体搬送と、媒体シート摩擦モジュールと、センサとを有する装置における方法であっ
て、
　前記媒体搬送上の媒体シートを搬送するステップであって、前記媒体シートは前記媒体
シートの少なくとも第１の面上にマーキング材料を有する搬送するステップと、
　前記媒体シート摩擦モジュールを用いて前記媒体シートの前記第１の面に摩擦材料をこ
すりつけるステップと、
　前記媒体シートの前記第１の面から前記摩擦材料上にこすりつけられた前記摩擦材料上
のマーキング材料を、前記センサを用いて検知するステップと、
　前記摩擦材料上の前記検知されたマーキング材料に基づいて、前記媒体シート上のマー
キング材料の定着強度を判断するステップであって、前記定着強度は前記マーキング材料
が前記媒体シートにどれくらいうまく貼り付いているかを示す、判断するステップと、を
含む、方法。
【請求項７】
　判断するステップが、前記摩擦材料上の前記検知されたマーキング材料に対応する値と
、マーキング材料のない前記摩擦材料に対応する値との間の差に基づいて、前記媒体シー
ト上のマーキング材料の定着強度を判断するステップを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　判断するステップが、前記摩擦材料上の前記検知されたマーキング材料に対応する値と
、マーキング材料のない前記摩擦材料に対応する値との間の差を決定するステップにより
、および前記差と閾値とを比較するステップにより、前記媒体シート上のマーキング材料
の定着強度を判断するステップを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　マーキング材料のない摩擦材料の特徴を、前記センサを用いて検知するステップをさら
に含み、
　判断するステップが、前記摩擦材料上の前記検知されたマーキング材料に対応する値と
、マーキング材料のない摩擦材料の前記検知された特徴に対応する値との間の差に基づい
て、前記媒体シート上のマーキング材料の定着強度を判断するステップを含む、請求項６
に記載の方法。
【請求項１０】
　検知するステップが、マーキング材料のない摩擦材料のこすられていない白さのレベル
を検知するステップと、こすられていない白さの値を出力するステップとを含み、前記検
知するステップは、前記媒体シートの前記第１の面からこすりつけられた前記摩擦材料上
のマーキング材料に基づいて、こすられた白さのレベルを検知するステップと、こすられ
た白さの値を出力するステップとを含み、
　判断するステップが、こすられていない白さの前記値と、こすられた白さの前記値との
間の差に基づいて、前記媒体シート上のマーキング材料の定着強度を判断するステップと
を含む、請求項６に記載の方法。
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